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市のようす（６月１日現在）

人口　446,696 人　 （十1,156)

男　　226,540人　　（十　669)

女　220,156 人　　（十　487)

世帯　151,487　　 （十　674)

(
)
は
前
月
比
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松戸市地域保健医療計画
地域保健医療計画協議会が日月９日市長に答申

明
る
い
健
康
都
市
を
め
ざ
し
て

全
国
に
先
が
け
独
自
の
計
画
づ
く
り

松
戸
市
の
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
る
地
域
保
健
医

療
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
審
議
し
て
き
た
松
戸
市

地
域
保
健
医
療
計
画
協
議
会
（
渋
谷
新
太
郎
会
長
、

委
員
三
十
七
人

）
は
、「
松
戸
市
地
域
保
健
医
療
計
画
」

を
ま
と
め
、
六
月
九
日
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

人
生
八
十

年
時
代

を
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

「
健
康
は
自
ら

が
つ

く
る
」
と
い

う
目
覚
の

も
と
に

、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
自

発
的
な
健
康
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
け
る
よ
う
に
健
康
の

増
進
・
予
防
・
早
期
発
見
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
一
貫
し

た
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
明
る
い
健
康
都

市
づ
く
り
、
市
民
の
よ
り
よ
い
健

康
づ
く
り
を
目
指
し
、
現
在
か
ら

将
来
に
わ
た
る
松
戸
市
の
保
健
医

療
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
な
ど
に

関
し
て

、
六
十
年
か
ら
市
民
七
千

人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
五
種
類
の
調
査
が
実
施
さ
れ
。

こ
の
調
査
結
果
は
五
冊
の
報
告

書
に
ま
と
め
ら
れ
、
計
画
づ
く
り

の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
学
識
経

験
者
・
市
議
会
・
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
保
健
所
や

市
民
の
代
表
な
ど
三
十
七
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
た
松
戸
市
地
域
保

健
医
療
計
画
協
議
会
が
、
一
年
間

に
わ
た
り
慎
重
に
審
議
を
重
ね
。

こ
の
ほ
ど
「
松
戸
市
地
域
保
健
医

療
計
画
」
が
成
案
と
な
り
市
長
に

答
申
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市

独

自

の

計

画

策

定

松
戸
市
地
域
保
健
医
療
計
画
は

国
の
医
療
法
改
正
に
伴
い
、
県
レ

ベ
ル
で
の
地
域
保
健
医
療
計
画
づ

く
り
の
動
き
に
先
が
け
て
、
市
独

自
の
計
画
策
定
を
進
め
て
き
た
も

の
で
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
全
国

で
初
め
て
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

本
計
画
は
、
総
論
・
各
論
・
計

画
の
推
進
の
三
部
構
成
で
、
総
数

百
四
十
六
㌻
に
及
ぶ
も
の
で
す
。

高
齢
化
社
会
に
対
応

保
健
・
医
療
・
福
祉
と
の
密
接
な
連
携
で

市
民
の
間
に

健
康
へ
の

関
心
が

高
ま
り
、
積
極
的
に

健
康
を
増
進

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

生
活

の
水
準

が
向
上
し

、
医

療

知
識
の
普
及
な

ど
に
よ
り

市
民
の

保
健
医
療
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
、

多
様
化

・
高
度
化
し
て

い

ま
す
。

地
域
の

現
状
の
把
握
で
は
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
と
と
も
に
、
自
然
・

社
会
環
境
、
人

口
（
推
移
・
将

来

人

口
な
ど
）
、
疾
病
構
造
の
動
向
、

医

療
施
設
、
医

療
機
能
な
ど
を
ま

と
め
て
い

ま
す
。

本
計
画
の
主
要
課
題
と
し
て

今

後

取
り

組
ん

で

い

く
テ

ー

マ
を

、

生
涯

を

通

じ

た

自

主
的

な

健

康

づ

く
り

の

促

進

、

包
括

医

療

シ

ス
テ
ム
の
構
築
、

高
齢
化

社
会
へ

の
対
応
な

ど
を
中
心
に
置
き
、
今

後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

る
た
め
に
は

、
保
健
・
医

療
お
よ

び
福
祉

と
の

密
接
な
連
携
の
も
と

に

、
市
民

・
医

療
関
係
者
・
行
政

が
と

も
に

協
力
し
て

一
体
と
な

っ

て
理

想
的

な
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム

を

確
立
し

、
「
だ
れ
で

も
・
い
つ
で

も
・
ど
こ
で

も
・
良
い
医

療
を
受

け
ら

れ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ

と
が
大
切
で

あ
る
と
し
て

い

ま
す
。

特
に

、
地
域
保
健
医

療
シ
ス
テ

ム
の
充

実
と
整
備
に
つ

い
て
、
高

齢
化
社
会
で
の
「
老
人
の
た
め
の

施
設
ケ
ア
や
在
宅
寝
た
き
り
老
人

の

支
援
シ
ス

テ
ム
、
訪
問
看
護
の

推
進
」
な
ど
を
更
に
充
実
し
て
い

く
こ

と
か
強

調
し
て

い
ま
す
。

松
戸
市
地
域

保
健
医

療
計
画
は

松
戸
市
長
期
構
想
と
教
育
構
想
に

盛
り
こ
ま
れ
た
理
念
と
整
合
性
を

保
ち
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た

保
健
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
方
法
を
幅
広
く
考

察
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
て

保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
密

接
な
連
携
に
よ
る
活
動
に
つ
い
て

松
戸
市
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
的
に
み
て
も
先
進
性
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤

師
会
と
医
療
関
係
者
が
一
丸
と
な

り
、
六
十
一
年
四
月
か
ら
は
三
百

市
民
代
表
と
と
も
に
推
進
協
議
会

を
つ
く
り
、
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

六
十
五
日
・
二
十
四
時
間
診
療
体

制
に
よ
り
市
民
の
急
病
な
ど
の
不

安
解
消
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

長
年
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
を
評

価
さ
れ
、
六
十
年
に
は
厚
生
省
か

ら
健
康
づ
く
り
先
進
モ

デ
ル
都
市

（
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た

。

地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て

も
、
家
庭

奉
仕
昌
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
の

派
遣
や
、
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

事
業
な

ど
に

取
り

組
み
推

進
し
て
い

ま
す
。

県
内
は
も
と
よ
り
、

全
国
に
先

が
け
て

二
十
一
世
紀
の

高
齢
化
社

会
に

向
か
い

、
地
域
に
根
ざ
し
た

明
る
い
健
康
都
市
の
実
現
を
目
指

し
て
既
に
計
画
を
実
践
し
て
い
る

松
戸
市
の
、
市
民
ぐ

る
み
で

の
活

動
に

皆
さ
ん
の
協
力
と

参
加
を
お

願
い
し

ま
す
。

健康はみんなの願いです(昨年の健康づくりの集いから)

定期的な健康チェツクガ大切です

手数料・使用料・各種税

今
月
の
納
期
は

・
市
、
県
民
税
…
第
一
期
納
期
限
は
六

月
三
十
日

・
国
民
年
金
保
険
料
六
月
分

国
民
健
康
保
険
料
・：
第
一
期
分

事
業
所
税
…
四
月
決
算
の
法
人
と
、

四
月
中
に
新
・
増
築
し
た
建
築
主
は
’

六
月

が
申
告
納
付
月
で
す
。

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す

安全・確実な
口座振替のご利用を

夏休み親子市政見学会に

参加してみませんか

日時…７月27日～８月31 日の

毎週水曜日、午前９時～午後

３時30 分（計６回）

定員…各回20人（応募多数の

場合は抽選します）

コース…消防局～公設地方卸

売巾場～ユーカ|卜交通公園～

昼食～クリーンセンター～資

源リサイクルセンター～文化

ホール（自由解散）

昼食は各自持参して下さい。

対象…小学生と親（中学生、

高校生は個人でも可）

申込み…7月４日（月）必着で、

往復ハガキに①参加希望日②

住所③氏名④年齢⑤電話番号

を記入し、〒271 松戸市根本

387- 5 松戸市役所広報課へ



中
国
帰
国
者
日
本
語
教
室

開
講
式
は
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た

６月１日開

講
松
戸
市
社
会
福
祉
協

議
会
で

は
、

市
の

委
託
を
受
け
て

、
六
月

一
日

か
ら

中
国
帰
国
者
を
対

象
に
日

本

語

教
室
を
開
講
し
ま
し
た

。

言
葉
や
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら

、

仕
事
に
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ

市
内
の
十
六
歳
以
上
五
十
二
人
を

対
象
に

し
て

い
ま
す

（
全
員
で
は

百

九
人

在
住

）
。

県
内
に
は
、
千
葉
市
と

習
志
野

市
の
二
ヵ

所
に
県
の
中
国
帰

国
者

日

本
語
教
室
か
お
り
ま
す

が
、
市

で

開
講
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と

で

す
。

教
室
に
は
、
希
望
者
二
十
人
（
男

性
九
人
・
女
性
十
一
人

）
が
通
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
帰

国
の

時
期
や
学
力
の
程

度
、
年
齢
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た
め
、
授
業
を

進
め
て

い

く
に

は

生

徒

全

員
の

協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す

。

初
め
て
の
授
業
で
は

、
最
初
み

ん
な
少
し
緊
張
し
た
面

持
ち
で
し

た
が
、
自
己
紹
介

な
ど
を
し
て
い

く
う
ち
次
第
に

打
ち
解
け
て
笑

顔

が

こ
ぼ
れ
、
な

ご
や
か
な
う
ち

進

め
ら

れ

、
熱
心
に
ノ
ー
ト
を
取

っ

た
り

互
い
に

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

を
教

え
合

っ
た
り
し
て

い
ま
し
た

教
室
は
、
週
三
回

（
月
・
水
・

金
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
午
後
八
時
三
十
分
（
祝
日
休
み
）

の
二
時
間
、

市
社
会

福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
を
利
用
し
て
、

一
年
間
を
一
コ
ー
ス
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。

講
師
は
、

シ
ル

バ
ー
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
中
国
の
大
学
で
講
師
を

し
て
い
た
経
験
を
持
つ
、
中
国
語

が
た
ん
の
う
な
阿
部
敏
夫
さ
ん
。

当
初
は
、
日

常
会
話
を
マ
ス
タ

ー
す
る
こ
と
を

目
標
に

、
併
せ
て

生
活
相
談
や

生
活
指
導
を
含
め
た

教
室
に
す
る

意
向
で

、
受

講
生
の

一
日

も
早
い
職
場
で

の

活
躍

が
期

待

さ
れ
ま
す
。

・
詳
細

…
松
戸

市
本
町
十
四
番
地

の
二
第

一
生
命
ビ
ル

内
・
市
社

会
福
祉
協

議
会
登
6
8
1
0
5
0

3
番

市
は
、
婦
人
に
関
す

る
施
策
の
充
実
と
、
男
女
平
等
意

識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に

、
四

月
か
ら
「
婦
人
担
当
室
」

を
設
置
し
ま
し

た
。

婦
人
担
当

室
初
の
催

し
と
し
て
、「
松
戸
市
婦
人
の
つ
ど

い
w
o
m
e
n
'
s
8
8
を
十
月
に
開
催
す
る
た
め
に
、
婦
人

の
つ
ど
い
実

行
委
員
と

論
文
を
募
集
し
ま
す
。

婦人坦当室

男
女
平
等
の

原
則
を
踏
ま

え
て
夫
人
関

係
行
政
の
充

実

論文入選者の表彰式（昨年のつどいから）

婦
人
委
員
は
十
人
に
一
人

県
が
、
六
十
二
年
十
月
現
在
で

ま
と
め
た
「
審
議
会
等
に
お
け
る

婦
人
委
員
等
に
関
す
る
状
況
」
と

い
う
調
査
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
県
内
市
町
村

の
審
議
会
（
委
員
会
な
ど
）
で
婦

人
委
員
の
占
め
る
割
合
は
、
平
均

で
わ
ず
か

○
％
（
松
戸
市
は
八

・
三
％
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

た
し
か
に
、
年
々
婦
人
委
員
の

数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数

字
だ
け
を
み
る
限
り
、
男
女
平
等

と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

婦
人
問
題
は
、
女
性
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

女
性
が
女
性
と
し
て
の
立
場
で

自
由
に
発
言
し
、
社
会
参
加
で
き

る
基
盤
を
つ
く
る
に
は
、
男
女
両

方
の
意
識
変
革
が
必
要
で
す
。

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
人
間

個
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
社
会
こ

そ
が
、
本
当
の
人
間
社
会
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

女
性
の
地
位
向
上
に

婦
人
担
当
室
を
新
設

「
国

連
婦
人
の

十
年
」
を
契
機
に

、

婦
人
問
題
に

対
す
る
意
識
が
高
ま

る
中
、
松
戸

市
で

も
五
十
九

年
に

内
部
機
関
と
し
て

「
婦
人
関

係
行

政
推

進
会

議
」
が
設
置

さ
れ
、
六
十

年
十
一
月
に

は
、
各
界
有
識

者
に

よ

る
「
婦
人

問
題
懇
話
会
」

も
発

足
し
ま
し
た

。

懇
話
会
は
、
昨

年
十
一
月
、
二

年

間
に

わ
た
る
審
議
の
結
果
を

「
松

戸

市
に

お
け

る
婦
人
の
施

策
に

関

す

る
提
言
」
と
し
て

ま
と
め

、
市

長
に

提
出
し

ま
し
た
。

市
は
、
こ
の
提
言
を
尊

重
し

、

行

政
が
で

き
る
も
の
は
、
な

る
べ

く

早
期
に

実
現
さ
せ
よ
う
と

努
め

て
い

ま
す
。

今
年
度
機
構
改
革
を
行
い
、「
婦

人
担
当

室
」
を
新
設
し
た
の
は
、

そ
の

第
一
歩
で

す
。

婦
人
関
係
行
政
は

、
福
祉
や
保

健
衛
生
、
消
費

生
活

、
労
働
、
社

会
教
育
な

ど
幅
広
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ

れ
を

総
合
的
、
計
画

的
な
視
点
か

ら
と
ら
え
、
ま
ず
は

婦
人
問
題
に
関
す
る
啓
発
活
動
に

取
り

組
み

ま
す
。

そ
の
ほ

か
、
各
種
婦
人
団
体
な

ど
の

連
絡
調
整
、
婦
人
問
題
の
調

査

・
研

究
な
ど
を
行
い
ま
す
。

婦
人

担

当

室

の

初

の

催

し

と

し

て
、
（
松
戸
市
婦
人
の
つ
ど
い
－

w
o
m
e
n
'
s
8
8
十
月
二
十
二
日

足

）
・

二

十

三

日

言

）
に

開

催

し

ま

す

。

婦

人

の
っ

と

い

は

、

内

容

、

運

営

な

ど

、

立

案

か

ら

実

施

ま

で

を

女

性

の

実

行

委

員

自

身

が

行

う

、

手

づ

く

り

の

催

し

で

す

。

そ

こ

で

、

婦

人

の

っ

と

い

実

行

委
員
と
、
あ
わ
せ
て
婦
人
問
題
に

関
す
る
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

女
性
の
地
位
向
上
と
男
女
平
等

意
識
の
自
覚
を
高
め
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
交
換
す
る
場
に

し
ま
し
ょ
う
。

婦
人
の
つ
ど
い
実
行
委
員

資
格
…
市
内
在
住
・
在

勤
の

成

人
女

性
（
個
人
・
団
体

ど
ち
ら

で

も
可

。
た
だ
し
、
団

体
の

場

合
は

代
表
者
二
人
ま
で
）

申
込
み
・
六
月
三
十
日
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

（
団
体
代
表

者
は

団
体
名
も
）
・

年
齢
・
職
業
・

電
話
番

号
を
記

入
し

、
〒

二
七

一
松
戸

市
根
太

三
八
七
ー
五
松
戸
市
役
所
婦
人

担
当

室
へ

父
子
家
庭
に
も

医
療
費
を
助
成

市
は
、
母
子
家
庭
に
医
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
か

ら
父
子
家
庭
も
助
成
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
受

給
資
格
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

・
対

象
・
二
①
十

八

歳
未

満

の

児

童

を

扶

養

し

て

い

る
母

子

家

庭

ま

た

は

父

子

家

庭

の

父

、
母

、

児

童

お

よ

び
父

母

の

い

な
い

十

八

歳

未

満

の

児

童

②
前

年

の

所

得

税

が

非

課

税

で

あ

る
こ

と

・
助

成

額
・：
受

診

し

た

際

の

保

険

医

療

費

の

自

己

負

担

額

（

付

加

給
付
等
を
除
い
た
額
）
か
ら
一

部
負
担
額

（
通
院
・
調
剤
千
円

、

入
院

一
日
三
百
円

）
を
除
い
た

額申
請
方
法
・
＝
初

診
の

際
、
医
療

機
関
で
給
付

申
請
書
（
母
子
福

祉
推
進
員

、
福
祉

事
務
所
、
援

護
課
に
あ
り
ま
す

）
に

証
明
を

受
け
て
提
出
し
て
下

さ
い
。

登
録
に
必
要

な
書
類
・：
母
子
家

庭
等
医
療

費
助
成
資
格
登
録
申

請
書
、
六
十
二

年
分

の
源
泉
徴

収
票
、
所
得
税
納
税

証
明
書
そ

の
一
も
し
く
は
六
十
三
年
度
非

課
税
証
明
書
の
う

ち
ひ

と
つ

締
め
切
り
日
六
月
三
十
日

詳
細
・
＝
福
祉
事
務
所

福
祉
係
ま

た
は
援
護
課
援
護
係

婦
人
問
題
に
関
す
る
論
文

テ
ー
マ
＝
家

庭
・
地
域
社
会
・

職
場
な
ど
で
、
日
ご
ろ
感
じ
て

い
る
婦
人
問
題
に
関
す
る
内
容

な
ら
自
由
。
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
十
枚
以
内
で
、
ほ
か
の
機
関

な
ど
に
未
発
表
の
作
品

資

格
・

市
内

在
住
・
在
勤
で
、

十
五
歳
以
上
の

男
女

申

込
み
＝
八

月
三
十
一
日
（
水
）

ま
で
に
、

郵
送

ま
た
は
直
接
婦

人
担
当

室
へ

入

選
者
は
、
婦
人
の
っ
と
い
で

表
彰
式
を
行
い
ま
す

。
作
品

は

冊
子
を
作
成
し
、
応

募
者
全
員

に
配
布
し
ま
す

。

詳
細
＝
婦
人
担
当
室

市
政
映
画
ビ
バ
お
父
さ
ん

6
/
2
6
日
放
映
し
ま
す

千
葉
テ
レ
ビ
4
6
チ
ャ
ン
ネ
ル

今
年
四

月
に

完
成
し
た
、
市
政

映
画
「
ビ
バ
／
・
お
父
さ
ん
」
が
、
千

葉
テ
レ

ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ

四
十
六
チ

ャ

ン

ネ
ル
）
で

、
今
月
二
十
六
日

言

）

正

午
～
午
後
零
時
三
十
分
に
放

映

さ
れ
ま
す
。

映
画
の
内
容
は
、
三
十
七
歳
の

働
き
ざ
か
り
の
お
父
さ
ん
を
中
心

と
し

た
家
族
を
と
お
し
て
、
市
政

を
物
語
っ
た
ミ
ニ
ド
ラ
マ
の
市
政

映
画
で

す
。

ど
う
ぞ
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

市

政

映
画
「

ビ

バ
／
・
お

父

さ

ん

’

の
十
六
㍉
フ
ィ
ル
ム
と
ビ
デ
オ
を

お
貸
し

し
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
左

記
ま
で

お

申
し

出
下

さ
い
。

マ
貸
出
し
場
所
・
・・
広

報
課

、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
、
図

書
館

本
館
（
ビ
デ
オ
の
み
）

マ
詳
細
二
広

報
課

安
全
運
転
管
理
者
の
届
け
出
を

選
任
が
必
要
な
事
業
所
こ
・
①
マ

イ
ク
ロ
バ
ス

な
ど
乗
車
定

員
十

一
人
以
上

の
自
動
車
か
二

台
以

上

使
用
し
て

い
る
②
自
動
車
を

五
台
以
上

使
用
し
て
い
る

（
自

動
二

輪
車
は
一
台
を
〇

・
五
台

と
し
て

計
算
）

詳
細
・・
・
松
戸
警
察
署

四
6
7－
1

1
1
1

番
、
松
戸
東

警
察
署
四

4
2－

３
工

１
１
番

床下薬剤散布(雨天延期分)

当日は市職員がノミ・ダユなど

を防ぐ薬剤を床下に散布します。

期 日 散布町会・自治会

6/28(火) 馬橋前田・馬橋中宿・馬橋西・大谷口南

30(木) 小金原８丁目・常盤平４丁目

ｱ/4( 月)
栗ヶ沢

金ヶ作(県道千葉鎌ヶ谷松戸線
東側､五香駅東側)

６(水)
常盤平２丁目
松飛台（産業道路西側）

11(月) 日暮第１

13(水) 陣ヶ前・下矢切栄町

18(月) 小山（国道６号線西側）

雨で中止になっ た場合は翌日に 実施します。

詳 細 … 生 活 環 境 課 環 境 衛 生 係

幼稚園・福祉施設・

母子家庭の児童を

プ ール にご 招 待

希望者は団体で申し込んで

下さい。母子家庭の児童には

母子福祉推進具を通して招待

券を届けます。

招待期間…７月４日(月卜

16日(土)の平日、午前10時

～午後１時・母子家庭は８

月５日(金)まで

E〉申込み…電話でときわ平ア

ルトピアS85 ―1080番へ

矢切公民館４階ホールと

講座室〈１〉改修工事実施

矢切公民館の４階ホール

は８月１日(月)～31日(水)、

講座室〈１〉は８月１日(月)

～20日(土)までの間、改修

工事のため利用できません。

なお、会議室および講座

室〈２〉の利用と受付事務は

平常通り行います。

l〉詳細…矢切公民館S68

1241内線45番

再生自転車の販売

受け付け…６月24 日(金卜25

日(土) 午前 ９時～午後３時< た

だし土曜日は午前11 時 まで〉

抽選日時･ 台 数…６月25 日(土)

午 前11 時か ら。 60台

価格…１台4,000 円 ～10,000 円

会場…生 きがい福祉センター

(金ヶ作277 一 ４ )。五 香駅東口

から新京成バス小新山行き｢新

栄町入口｣ 下車。五香駅・午

前９時19分・48分、10時17分

発があります。

なお、抽選日当日･(25日)五香

駅発午前10時に事業団バスを

運行します( 車での来場はご

遠慮下さい)。

詳細…松戸市生きがい福祉事

業団C84 ―3191番

国保松戸市立病院・看護婦募集

職種…看護婦・准看護婦（３　　　関勤務者はご遠慮下さい）

交替勤務ができる人）　　　　　r〉詳細…国保松戸市立病院庶務

年齢…35歳まで（市内医療機　　 課人事係:063― 2171内線2513番



市長の窓

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
、
オ

ー

ク
ラ

ン

ド

教
育

大

学
と

市

内
の
八
柱

学
園
八
柱

幼
稚
園
と

は
、
も
と
も
と
深
い
交

流
が
あ

り
ま
す
が
そ
の
御

縁
で

、
去
る

四
月
二
十
五
日
同
大

学
の

前
学

長
デ
ス
・
ボ
ド
レ
ー
氏
以
下
研

修
学
生
の
一
行
が
、

市
役
所
を

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

大
学
で
教
鞭
を
と
ら

れ
た
こ

と
も
あ
る
園
長
の

飯
沼

誠
先
生

か
、
国
際
親
善
を
進
め
る
上
で
、

人

種
差
別
が
な
く
、
社
会

福
祉

が
発
達
し
て
治
安

も
良
く

、
し

か
も
日
本
と
同
じ

島
国
で

あ
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
恰
好
の

国
で

あ
る
と
お
考
え
に

な
り
、

同
国
大
使
館
の
紹
介
に
よ

っ
て

、

オ
ー
ク
ラ
ン

ド
教
育
大

学
と
の

交
流
が
始
ま

っ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
学
生
達
が
五
回

も
八

柱
幼
稚
園
か
訪

問
し

た
り
、

同
幼
稚
園
の

卒
園
児

、
父
兄

、

教

職
員
も
同
国

を
訪
問
し
て

、

両

者
の
交
流
が
深

ま
っ
て
い

ま

し
た
。
国
情
は
異
な
っ
て
も
、
幼
児

教
育
を
重
視
し
て
い
る
の
は
ど

こ
の
国
も
同
じ
、
こ
の
よ
う
な

交
流
を
通
じ
て
、
お
互
い
に
幼

児
教
育
の
河
上
に
つ
い
て
役
立

て
ば
大
い
に
結

構
で
す

し
、
国

際

親
善
を
図

る

上
で

も
意
義
深

い
こ
と
で
す

。

当
日
は
、

二

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の

先
住
民
族

で
あ
る
マ
オ
リ
族
の
学
生
の
踊

社
が
市
役
所
玄
関
前
で
披
露
さ

れ
、
盛
大
な
拍
手
か
受
け
ま
し

た
。戸
定
館
の
庭
園
で
の
昼
の
パ

ー
テ
ィ
で
は
、
私
も
彼
等
と
歓

談
い
た
し
ま
し
た
が
、
若
い
学

生
達
か
日
本
に
対
し
、
深
い
関

心
佐
官
、
日
本
を
知
り
た
い

と
の
熱
意
よ
く
お
り
参
し

た
。松

戸
市
の
図
書
館
活
動
の
一

環
と
し
て
、
十
年
以
上
も
前
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
発

足
し
た
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
、
昭
和
五
十
六
年
に

は
財
団
法
人
化
さ
れ
、
そ
の
活

動
は
今
で
は
、
全
国
的
に
も
注

目
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

国
際
的
に
も
評
価
を
受
け
、

今
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開

か
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
ー
ウ
ィ
ー
ク

に
も
招
待
さ
れ
、
去
る
五

月
十

六
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

の
八

日
間
同
国
の
ロ
ト
ル
ア
、

パ
パ

ク
ラ
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
公
演

し
て

来
ま
し

た
。

一
行
は
、
お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン
を
終
始

指
導
し
て
き

た
浜

島
理
事
以
下

七
名
の
方
々
で

す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
へ
の

出
発

に

先
だ
ち
、

百

私
は
彼

女
達

の

練
習
風
景
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

団
員
は
、
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
活
動
に
感
動
し
て
参
加

し
た
家
庭
の
主
婦
や
、
こ
の
仕

事
に
共
鳴
し
て
財
団
の
職
員
と

な
っ
た
大
学
卒
業
生
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

馴
れ
な
い
英
語
か
使
っ
て
の

練
習
で
さ

ぞ
大
変
だ
る

っ
と
思

っ
て
い
た
私
で
す
が
、
生
き
生

き
と
練
習
し
て
い

る
姿

、
生
き

甲
斐
さ
え
感
じ
て
い
る
よ
う
で
、

感
激
で

し
た
。

先
日
、
一
行
の
帰
朝
の
挨
拶

を
受
け
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
が
、
大
成
功
で

あ
ち
ら
で
も
子
ど
も
達
の
反
応

は
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々

は
、
金
持
ち
の
日
本
人
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
日
本
人
が
心
を
運
ん
で

来
て
く
れ
た
と
涙
ぐ
み
な
が
ら

話
し
て
く
れ
た
御
婦
人
も
い
た

そ
う
で
す
。

今
や
、
世
界
の
経
済
大
国
と

な
っ
た
日
本
、
こ
の
自
由
で
豊

か
な
日
本
を
維
持
し
、
更
に
発

展
さ
せ
て
行
く
為
に
は
世
界
の

人
々
に
愛
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る

日
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

存
じ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
松
戸

市
と
の
交
流
は
さ
さ
や
か
な
も

の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
治

体
は
、
国
際
交
流
や
国
際
親
善

に
も
、
出
来
る
限
り
貢
献
し
て

行
く
べ
き
だ
と
存
じ
ま
す
。

スプ

レー

缶割

れた

ガラ

スな

どは

出し方ひとつで
危険なゴミ
に

最
近
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
中
身
の
入
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
の
危
険
な
ゴ
ミ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
ス
プ
レ
ー
缶
は
収
集
車
や
圧
縮
機
の
中
で
爆
発
し
た
り
ガ
ラ

ス
な
ど
ば
作
業
員
が
ケ
ガ
を
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す

ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ
ラ
ス
な
ど
は
皆
さ
ん
の
捨
て
か
ら
次
第
で
危
険
な
ゴ
ミ
に
変
身
し
ま
す

危
険
な
ゴ
ミ
の
正
し
い
出
し
方
を
守
っ
て
ゴ
ミ
の
分
別

収
集
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
で

は
、
ゴ
ミ
の
適
正
処
理
と

ゴ
ミ

の
減
量
を
目
的
と
し
て
、
市

民
の

皆
さ
ん
に
ゴ
ミ
の
分
別
を
お

願
い
し
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
分
別
さ
れ
た
燃
や

せ

な
い
ゴ
ミ
や
資
源
ゴ
ミ
の
中
心

刃

物
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
、
ガ
ス
の

人
つ
た
ま
ま
の
ス
プ
レ

ー
缶
な
ど

の
危
険
な
ゴ
ミ
が
、
そ
の
ま

ま
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

刃

物
な
ど
は
、
集
積
所
の
当
番

の
人

や
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
作
業
員

が
ケ
ガ
を
す
る
危
険
か
お
り
、
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
中
身
が
入
つ

た
ま
ま
だ
と
、
ゴ
ミ
収
集
車
や
圧

縮
機
の
中
で
爆
発
す
る
恐
れ

が
あ

り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
で
　

ゴ
ミ
処
理
施
設
が
大
破

昨
年
の
十
月
、
栃
木
の
あ
る
市

で
、
清
掃
工
場
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
大
爆
発
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。人
身
に
被
害
は
及
ば
な
か
っ
た

も
の
の
、
施
設
が
大
破
し

ま
し
た

原
因
は
、
ゴ
ミ
の
中
に
混
じ
っ

て
い
た
、
殺
虫
剤
が
入
っ
た
ま
ま

の
十
本
の
ス
プ
レ
ー
缶
で
し
た
。

こ
の
市
で
は
、
同
じ
よ
う
な
事

故
が
三
十
回
ほ
ど
起
き
て
お
り
、

修
復
に
使

っ
た
費
用
は
五
千
万
円

に
か

上
っ
て
い
ま
す

。

幸
い
に
、
松
戸
市
で
は
今
の

と

こ
ろ
大
き
な
事
故
は
起
き
て
い
ま

せ
ん
。

し

か
し

、「
一
本
ぐ
ら
い
な
ら
」

と
か
、

『
わ
ず
か
な
ガ
ス
し
か
残

っ
て
い

な
い

か
ら
』
と
か
、
軽
い

気
持
ち
で
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
捨

て

る
と
、
大
き
な
事
故
に
つ

な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。

危
険
な
ゴ
ミ
’
の
出
し
方

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
爆
発
事
故

や
、
刃
物
な
ど
に
よ
る
ケ
ガ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。

危
険
な
ゴ
ミ
”
は
、
必
ず
次

の
よ
う
に
し
て
集
積
所
へ
出
し
て

下
さ
い
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
な
ど
は
、
完
全
に
ガ
ス
ダ
援

い
て
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と
し

て
出
し
て
下
さ
い
。

陶
磁
器
の
割
れ
た
も
の
や
刃
物

な
ど
は
、
新
聞
紙
な
ど
で
包
ん

で
、
ゴ
ミ
袋
に
「
危
険
」
と
表

示
し
て
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と

し
て
出
し
て
下
さ
い
。

割
れ
た
ガ
ラ
ス
を
出
す
場
合
に

は
、
新
聞
紙
な
ど
で
包
ん
で
、

ゴ
ミ
袋
に
「
ガ
ラ
ス
危
険
」
と

表
示
し
て

、
資
源
ゴ
ミ
と
し
て

出
し
て
下
さ
い
。

詳
細
…
清
掃
第
一
課
業
務
係

原
爆
被
爆
者
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

対
象

…
…
①
昭
和
六
十
三
年
七

月
一
日
現

在
松
戸
市
に
居
住
し

、

住
民
基
本
台

帳
・
外
国
人
登

録

原
票
に
記
載
ま
た
は
登
録
さ
れ
て

い
る
人

②
被

爆
者
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い

る
人

受
付
期
間
・
＝
七

月
一
日
（
金
了

二

十
日
（
水
）
の

、
日

曜
日
を
除

く
午
前
八
時
三

十
分
～
午
後
五

時
（
土

曜
日
は

午
後
零
時
三

十

分

ま
で

に

援
護
課
で
受
け

付

け
・
持
参
す

る
も
の

＝
・
①
印
鑑

②
住

民
票
抄
本

（
外

国
人
の
人
は
登

録
済
証
明
書

）
③
被
爆
者
健
康

手
帳

前
年
受
給
さ
れ
た
人
も
申
請
し

て
下

さ
い
。

・
詳
細
・
＝
援
護

課
社
会
係

スプレー缶などはガスを抜いて出しましよう

小
学
校
の
普
通
教
室
を
開
放

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の

場
と
し
て
、
小
学
校
の
普
通
教
章

を
学
校
教
育
上
支
障
の
な
い
範
囲

で
開
放
し
ま
す
。

開
放
校
・
・
古

ヶ
崎
小
a
6
.
4エ

ざ

１
１

８
番
、
根
木
内

小

穿

財
卜

２
６
４
工

番
、
高

木
第
二
小

豊

8
7卜

ぶ
１

９
１
番

、
六
実
小

作一

8
7－
9
3
9
1

番

、
矢
切
小

き

6
3－
6
2
8
8

番
、
新
松
戸

北

小

四
4
2－
9
2
3
1

番

〔
新
松

戸
北
小
は
七

月
一
日
（
金
）
か

ら

開

放
の
予

定
〕

開
放
日
・
＝
十
二
月
二
十
五
日

か

ら
翌
年
一
月
七
日
ま
で
を
除
い

た
日

開
放

時
間
・・
・
午
前
九
時
～

午
後

九
時

、
一
回
の
利
用
時
間
は

午

前
・
午
後
・
夜
間
に
分
け
三
時

間
程
度
と
し
ま
す
。

・
利
用

対
象
…
原
則
と
し
て
社
会

教
育
関
係
団
体
・
青
少
年
健
全

育

成
団

体
や
町

会
・
自
治
会
等

の
団

体
な

ど
。

申
込
み
・
：
前
日

ま
で

に
利
用
校

へ
直
接

申
し
込
ん
で

下
さ
い

。

詳
細
・
・
・
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
活
動
風
景

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

６月

７月

第
二
十
三
回
松
戸
市
美
術
展
六
月
二
十
六
日
ま
で

専
修
大
学
松
戸
高
等
学
校
第
十
回
校
外
展
示
会
六
月
二
十
八

日
三
十
日

青
い
鳥
こ
ど
も
美
術
展
＝・
七
月
二
日
・
三
日

開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時
（
初

日
と
最
終
日
は
時
間
の
変
更
も
あ
り
ま
す
）

（
文
化
ホ
ー
ル
只
Ｔ
ｙ

８
１
０
番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入

場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い

が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
き
6
3
－

９
９
９
９
番

七

月

一

日

二
十
九
日

二
十
四
日

二
十
三
日

六
月
一
千
二
日

期

日

馬

橋

東

市

民

セ

ン

タ

ー

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

東

部

ス

ポ

ー

ツ

パ

ー

ク

図
書
館
本
館

会
場

午
後
三
時
～
四
時

午
後
三
時
ｉ

二
時
三
十
分

時
間

定
員
に
な
っ
た
場
合
は

、
入
場

を
お
断

り
し

ま
す
。

詳
細

…

市
立
図
書
館｛
芯

Ｔ
ｙ

１
１
５
番

心配ごと相談

期日 時 間 会 場

7/1
廊
午前10 時
～午後３時

市役所市民相談コーナー

２

巾
午前10 時
～午後0時30分

小金市民センター

４
(月)

午前10時

Ｓ

午後３時

馬 橋 支 所

５
(火)

六 実 支 所

Ｊ
常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

７
困

小金原市民ｾﾝﾀｰ

８

削

市役所市民相談ｺｰﾅｰ15
宙

22
宙

詳細…社会福祉協議会登68－

0503番

きもの着付け講習

日時…６月26日～９月

18日の毎週日曜日、午前

10時～正午まで

会場…小金原市民セン

ター２階和室

会費…6,000円(13回分)

定員…20人

詳細…小金原文化の会･

安達S43  ―6898番

悪質訪問販売に
ご用心

消
費
者
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

消

費
者
サ
ー
ビ
ス

デ
ー

事
業
加

盟
店
で
は
、
次
の
と
お
り
サ
ー
ビ

ス

デ

ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

、

ご

利

用
下

さ

い
。

実
施
日
に

は

店
頭

に
「
消
費
者
サ

ー
ビ
ス

デ
ー
」

の

旗
が
掲
げ
て

あ
り

ま
す

。

マ

食
肉

・
毎
週
水

曜
日
、
四
品
目

以
上
を

対
象
に

一
割
引

青
果
…

毎
月

第
四
金
曜
日
、
五

品
目
以
上

を
対
象
に
一
割
引

鮮
魚
…

毎
月
第
四
木
曜
日
、

全

品

を
二
割
引

詳
細
・
＝
消
費
生
活
課
消
費
生

活

係

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流宮
間
満
寿
雄



固
定
資
産
税
が

毎
年
あ
が

る
の
は

Ｑ

土
地
に
つ
い
て

、
三

年
に

一

度
評
価
替
え
が
行

わ
れ
、
次
の

評

価
替
え
ま
で
の
間
は

価
格
が
据
え

置
か
れ

る
と
聞

き
ま
し

た
が
、
毎

年
税
額
が

あ
が

る
の

は
な
ぜ
で
し

ょ

う
か
。

Ａ
　
三

年
に

｝
度
の
土
地
の

評
価

替
え
に
伴
っ
て
税
負
担
が
一
挙
に

増
加

す
る
の

を
緩
和
す

る
た
め
、

前
年
度
の

税
負
担
を
基
礎
に
し
て
、

段
階
的
に

税
負
担
の
調
整
惜
置
を

行
う
か

ら
で
す
。

六
十
三

年
度
か
ら
六
十
五
年
度

ま
で

は
、
税
負
担
の
増
加
が
、
宅

地
で

は
最
高
三
割
、

一
般
農
地
で

は

最
高
二

割
を
超
え
な
い
範
囲
で

調
整
し
て

い
ま
す
。

固
定
資
産
税
が
急
に

高
く
な
っ
た
の
は
…

Ｑ
　

私
は
、
五
十

九
年
九
月
に
住

宅
を
新
築
し

ま
し
た
が
、
六
十
三

年
度
か
ら
税

額
が
急
に

高
く
な
り

ま
し
た
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
三

年
間
の
固
定
資

産
税
の

減
額
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
十
三

年

一
月
一
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
住

宅
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に

は
、
新
た
に
固
定
資
産

税
が
課

税
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
年

度
が

ら
三

年
度
分
に
限

り
、
住

宅
の
百

平
方
㍍
に
相
当
す
る
部
分
の
税
額

が
二

分
の

一
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

従
っ
て
、
あ
な
た
の
場
合
は

六
十
三
年
度

分
か
ら
は
こ

の
二

分

の

一
の
減
額
分
が

な
く
な

り
ま
す

の
で

税
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
税
金
が
安
く
な
る
特
例
や
減
額
措
置

住
宅
用
地
お
よ

び
居
住
用
家
屋

に
つ
い
て
は
、
税
負

担
を
軽
減
す

る
た
め
に
特
例
措
置

が
設
け
ら

れ

て

い
ま
す
。

専
用
住
宅
ま
た
は

、
居
住
部
分

割
合
が
四

分
の
一
以
上

の
併
用
倖

宅
（
居
住
部
分
割
合
に
よ
っ
て
住
宅

用

地
の
割
合
が

変
り

ま
す
）
の
敷

地
を
住

宅
用
地
と
い

い
、
そ
の
課

税
標
準
額
は

、
価

格
の
二
分
の
一

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
二
百
平
方
㍍
以
下
の
住

宅
用
地
（
二
百
平
方
㍍
を
超
え
る

場
合
に
は
、
住
宅

二
戸
あ

た
り
二

百
平
方
㍍
ま
で
の
部
分
）
は
小
規

模
住
宅
用
地
と
い
い
、
そ

の
課
税

標
準
額
は
、
価
格
の
四
分
の

一
が

限
度
と
な
り
ま
す
。

家
屋
の
場
合
、
新

築
さ
れ

た
居

住
用
家
屋
の
う
ち
、
四
十
平
方
㍍

以
上
二
百
平
方
㍍
以
下
の
も
の
に

つ

い
て
は

、
新
築
後
三
年
間
（
地

上

二
階
以
上
の

中
高
層
耐
火
住
宅

は
五
年
間
）
、
百
平
方
㍍
ま
で
の
固

定

資
産
税

が
二

分
の
一
に
減
額
さ

れ

ま
す
。

固
定
資
産
税
の

減
免
に
つ
い
て

所
有
す
る
固
定
資
産
が
災
害
に

よ
り
著
し
く
そ
の
価
値
か
減
じ
た

場
合
、
所
有
者
が
生
活
保
護
法
の

規
定
に
よ
る
保
護
夕
受
け
る
者
と

な
っ
た
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
減

免
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に

は
、
事
実
を
証
明
す
る
書
類
を

添
付
し
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

▽
詳
細
＝・
資
産
税
課

地
代
・
家
賃
の
便
乗
値
上
げ
は
控
え
て

六
十
三
年
度
の
評
価
替
え
に
伴

い
、
宅
地
な
ど
に
対
す
る
税
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
理
由
と
し
て
、

借
地
・
借
家
人
に
対
し
、
不
当
な

便
乗
値
上
げ
は
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

松
戸
市
に
お
け
る
小
規
模
住
宅

用
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
と
都

市
計
画
税
の
平
均
的
な
増
加
状
況

の
一
例
を
別
表
に
示
し
ま
し
た
の

で
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

土 地 の 税 額 増 加 状 況 例

面積200nT （ 宅地・小規模住宅 用地）

評価額　昭和62年 度　24, パ4円/m ’

昭和63年 度　26,655 円／ ぽ

言
昭和

62年度

(A)

昭 和

63年 度

(8)

増加額

(s卜(A)

固定

資 産税

17,290 円

(  1,440)

18,100 円

（1,508 ）

810円

（　68 ）

都市

計画税

竹,360円

（　946 ）

IU00 円

（　991)

540円

（　45 ）

合　計
28,650円

( 2,386)

30,000 円

（2,499 ）

リ50 円

（　113)

（　 ）内 は月額 ・単ｲ立円

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
基
礎
と

な
る
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め
、

一
年
を
通
し
て
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
調
査
の
方
法
は
、
「
固
定
資
産

評
価
基
準
」
に
基
づ
き
、
間
取
り

や
各
部
屋
の
仕
上
材
料
な
ど
細
か

く
調
査
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
に
は
、
連
絡
し
て
下
さ
い
。

慎重に正確な評価を行っています

納税は確実・便利な口座振替で ／

手続きは通帳・印鑑・納税通知書を持って金融機関へ

昭和63年度市税の納期

レ ノ し４ ５ ６ ア ８ ９ １０ｎ １２ １ ２ ３

市

民

税

個

人

普通徴収分 一
期
一
一期

－
－

一期

四
期

特別徴収分 翌月の10日まで

法 人 事業年度終了の日から２ヵ月以内

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税 一

期

一
一尽
り

Eｮ）

一
一

一期

四

期

軽 自 動 車 税 ５月 末日 まで

市 た ば こ 消 費 税 翌月の末日 まで

電 気 税 ・ ガ ス 税 翌月の25日まで

木 材 引 取 税 翌月の7日まで

特 別

土 地

保有税

保 有 分 ５月 末日申 告納付

取 得 分 ８月末日申 告納付 ・２月末日申 告納付

事

業

所

税

事業に係

る も の

法人 事業年度終了の日から ２ヵ月以内

個人 翌年の３月15日 まで

新増設に係るもの 新増設した日 から １ヵ月以内

市
で

は
、
市
民
の
日

常
生

活
に
関
係
の

深
い
、
い

ろ
い

ろ
な

仕
事
を
行
い

、
市

民
生

活
の

安
定
と
向
上
に

重
要
な

役
割
を
担

っ

て
い

ま
す
。

そ
れ

ら
の

仕
事
の

経

費
を

ま
か
な
う
財
源
の

う
ち
で

最
も
重

要
な

も
の

が
市
税

で
す

。

松
戸
市

で
は
、

市
税
は
、

全
財
源
の
約
七

丁

四
％

（
昭

和

六
十

三
年
度

一
般
会

計
予
算
）
を

占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中

で

、

私

た
ち
に
と
っ

て
最

も
身
近
な
市
民

税
、
固
定

資
産
税
の
二
つ

の

税
金
だ

け
で
市

税
収
入
全
体
の

約
八
六
％

を

占
め
、

大
き
な

財
源

と
な
っ

て
い
ま
す

。

ま
た
、

み
な
さ

ん
に

納
め
て
い

た
だ

く
市

税
は
、
市
民

一
人

当
た
り
に

換
算
す

る
と
約
十

一
万

八
千
円
、

一
方
、
市
が

行
う

仕
事
は

、
一
般
会

計
だ

け
で

一
人

当
た
り

約
十
六
万

五
千

円
と

な
り
ま

す
。

今
回
は

、
三
年
ぶ

り
に
評
価

替
え
が
行
わ

れ
た
固
定
資

産
税

を
中
心
に

特
集
し

ま
し

た
。

市税の使いみち
昭和63年度一般会計予算で、市税がどのよう

に使われるかを、わかりやすくするために、い

まかりに10,000円の市税を納めたとすると、そ

の使いみちは次のようになります。

固
定
資
産
税
と

は

み

な
さ
ん

が
住

ん
で

い
る
家
や

土
地

な
ど
に
は

、
税
金
が
か
か
っ

て
い
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
と
い
い

、

毎
年
一
月
一
日
（
「
賦
課
期
日

」
と

い
い
ま
す

）
現
在
で

、
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産

こ

れ
ら

を
総
称

し
て
「
固
定
資
産
」
と
い
い

ま
す

）

を
所
有
し
て
い

る
人

が
、
固
定
資

産
の
価
格
を
も
と
に
算

定
さ
れ
る

税
額
を
そ
の
固
定
資
産
が
所
在
す

る
市
町
村
に
納
め

る
税

金
で

す
。

評
価
替
え
と
は
…

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の

価
格
を
課
税
標
準
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
み
な
さ
ん
が
所

有
し
て
い

る
固
定
資
産
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
固
定

資
産
ご
と
に

、
「
固

定
資
産
評
価
基
準
」
に
基
づ
き
算

定
さ
れ

る
「
適
正

な
時
価
」
に

よ

り
課
税
さ
れ

る
わ
け
で

す
。

こ
れ
は
、

「
適
正

な
時
価
」
を

課
税
標
準
と
し
て

課
税
し

な
い

と

不
公
平
が
生
じ

る
か
ら
で

す
。

不
公
平
が
生
じ

な
い
よ

う
に
す

る
た
め
、
地
方
税

法
は
、
三

年

ご

と
に
、
そ
の
間
に

生
じ

た
状
況
の

変
化
や
資
産
価
値
の

変
動
な
ど
を

考
慮
し
て
、
評
価
の

適
正
化

や
均

衡
化
を
図

る
ふ

つ
に

定
め
て
い

ま

す
。こ

れ
が

「
評
価
替
え
」
と

呼
ば

れ
る
も
の
で
、
六
十
三
年
度
は
、
こ

の
三
年
に

一
度
の
評

価
替
え
の

年

度
（
基
準
年
度
）
に
あ

た
り

ま
す
。

な

お
、
基
準
年
度
の
翌
年
度
と

翌
々

年
度
は
、
原

則
と
し
て

新
た

な
評
価
替
え

を
行
わ

ず
、
価
格
を

三
年
間
据
え
置
く
制

度
が
設
け
ら

れ
て

い
ま
す
。

負

担

調

整

措

置

三
年
に
一

度
の

評
価
替
え
に
よ

り
著
し
く
税

額
が
増
加
す
る
の
を

防
ぐ
た
め

、
土
地
に
つ
い
て

は
、

負
担
調
整
措
置
と
呼

ば
れ
る
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は

、
段
階

的
に

評
価
額
に

基
づ
税
負
担
に
近
つ
け
て
い
こ

う
と
す

る
も
の
で

、
具
体
的
に
は

、

毎
年
度
の
税

負
担
の

増
加
が
、
前

年
度
に
比

べ
て
宅

地
で

は
最
高
三

割
、
農
地
で
は
二

割
を
超
え
な
い

と
い
ラ

制
度
で
す

。

支所でも証明を発行しています／

申請人の印鑑が必要です

証 明 種 類 申 請 で き る 人

評 価 額 証 明

公 課 証 明

○本人、同居の 親族又 は納税管理人

Ｏ弁 護士、司法 書工（ 訴訟目 的で指定用 紙により申 請する場 合）

○代理人（委任 状又は代 理人選任届等が 必要 です）

課税台帳登載証明 物件を 指定すれば第三者でも申 請できま す（ 委任状等は 不要で す）

監
査
結
果
の
公
表

昭
和
六
十
二

年
度
の
定
期

監
査

結
果
の

概
要
を
次
の
と
お
り
公

表

し
ま

す
。

昭
和
六
十
三

年
六

月
十
三
日

松
戸
市

監
査

委
員

高
田

守

原
島
康
廣

松
崎

国
忠

石
井

和
雄

記

定
期
監
査
〕

藍

査
対

象
機

関
＝

環
境
保
全
部

、

清
掃
部
、
収
入
役
室
、
総
務
部

、

土
木
部
、
建
築
部

、
下
水
道
部

、

公

園
緑
地
部

監

査
対

象
事
項
＝
配
当

予
算
の

執
行

状
況
、
委

託
料
の
事
務
処

理
状
況

、
財
産

・
備
品
の
維
持

管
理
状
況
（
共

通
事
項

）
、
雑

草
等
の
除
去

状
況

、
し

尿
浄
化

槽
の
設
置
及

び
指
導

状
況
（

生

活
環
境
課

）
、
公
害

苦
情
と
処

理
状
況
、
公

害
発
生
源
の
規
制

・
指
導
状
況
（
公
害
課
）
、
廃

棄

物
の
収
集
運
搬

処
分
の
状
況

、

ご
み
再

資

源

化

の

促

進

状
況

（
清
掃
第
一
課

）
、
し
尿

処
理

手
数
料
の
賦
課
調
定
及

び
．収

納

状
況
（
清
掃
第
二
課

）
、
最

終

処
分
場
の
維
持
管
理

状
況
（
施

設
課
）
、
諸
燃
料
及

び
薬
剤

の

購
入
と
使
用
状
況
（
六
和
ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ
ー

、
ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ
ー
、
東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン

タ
ー
）
、
市
収
入
証

紙
の
出
納

保
管
状
況
、
有
価
証
券

の
保
管

状
況
（
収
入
役
室

）
、
寄
附
受

け
入
れ
に
関
す

る
一
連

の
事
務

処
理
状
況
（

総
務
部
庶
務
課
）
、

職
員
住
宅
の
管
理
運

営
状
況

、

諸
手

当
等
の
認
定
及

び
支
給

状

況
（

人
事
課
）
、
電
算
利
用
計

画

及

び
実
施
状
況
（
事
務
管
理

課
）
、
工

事
検
査
の
実
施
及

び

結
果
の
状
況
（
工
事
検
査
室
）
、

防
災

の

総

括
的

事

務

処

理

状

況

（
防
災
課
）
、
工
事
及

び
資

料
の
入
札
並

び
に
契
約
状
況

、

未
登

記

市

道
路

の

調

査

及

び

登
記
事

務
状
況
、
道
路
及

び
準

用
河
川
の
占
用
事
務
状
況
（
土

木
部
管

理
課
）
、
市
道
及

び
側

溝

の
清

掃
状
況
（
道
路
課

）
、

水
路
の
新

設
及

び
維
持
管
理
状

況
（
治
水
計
画
課

）
、
市
営
住
宅

の
管
理

状
況
、
工

事
及

び
資
材

の
入
札
並

び
に
契
約
状
況
（
住

宅

課
）
、
建

築
物
等
の
設
計
図

書

の
作
成

及
び
委
託
状
況
（
建

築

課
）
、
屋

外
広
告
物
法
に
基

づ
く

】
連

の
事

務
処
理
状
況
、

違

反

建

築
物

の

現

地
確

認

及

び
是
正
処
理

状
況
（
建
築
指
導

課

）
、
工
事

及
び
資
材
の
入
札

並

び
に
契
約

状
況

、
下

水
道
使

用
料
及

び
受
益
者

負
担
金
の
収

納
状
況
（
計
画

業
務
課
）
、
下

水
道
の
新
設
及

び
維
持

管
理
状

況
（
施
設
課

・
工

務
課
）
、
工

事
及

び
資
材

の
入
札
並
び
に
契

約
状
況
、
公

園
及
び
街

路
樹
等

の
維
持
管
理

状
況

（
公

園
緑
地

課

）
、
白
井
聖

地
公

園
及
び
総

合
公
園
の
進
捗

状
況
（

白
井
聖

地
公
園
建
設
事

務
所
・

総
合
公

園
建
設
事
務
所

）

監

査
の
期
間
＝
昭
和

六
十
三

年

一
月
八
日

～
同

年
三
月

一
日

監
査
の
結
果
＝
監
査
の
結
果
は
、

お

お

む

ね
適

切

と

認
め

ら

れ

た
。な
お
、
監
査
委

員
の
原
島

康

廣
は
、
清
掃
第
二
課
長
が
実
弟

で
あ
る
た
め

、
同

課
の
定

期
監

査
を
、
又
、
監
査
委
員

の
高
田

守
は
、
前
総
務
部
長
で
あ

っ
た

た
め
、
当
該
部
長

の
在
任

期
間

に
か
か
わ
る
総
務
部
の
定

期
監

査
を
、
そ
れ

ぞ
れ
地
方
自

治
法

第
百
九
十
九
条
の
二
の
規
定

に

基

づ
き
除
斥
し
執
行
し

た
。

第
十
回
県
民
体
力
づ
く
り
松
戸
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
地
区
大
会

地区 種 目 会 場 期 日 時 問 対 象
申 込 み
(電話が当日会場で)

本 庁
グ ラウンド ゴ ルフ 教室

南 部 小
6/26、7/3

午前

９時～正午

一般市民
新沢068-4760

グラ ウンド ゴルフ 大会 7/10 地区住民

明

ｸﾞﾗｳﾝ ﾄ ｺ゙ﾞﾙﾌ･ ﾊﾞﾚｰ 教室
上 本 郷

第 二 小

6/26 一般市民

渡辺登62-4731グラウンド ゴルフ 大会

7/10
地区住民

フ リ ス ビ ー 大 会

矢 切 グラウンド ゴ ルフ大会 柿 ノ木台小 渡辺登63 －8012

午前９時～
午後２時
弁 当 持 参

東 部 歩 行 ラ リ ー 大 会 河 原 塚 小 望月９２－ｏア０５
中 川 ９２－ ５５１１

常盤平 グラウンド ゴ ルフ大会 常盤平第一小 小暮容8ﾌｰ ﾌﾟ117

午前

９時～正午

五香六実
グラウンド ゴ ルフ教室 高木第二小 一般市民

菊池£187-1565

グラウンド ゴ ルフ大会

松 飛 台 小 7/24

地区住民小金原 栗ヶ 沢小
7/10

篠崎H87  ―3336

小 金 小 金 北 小 藤咲f144 －9248

馬 橋
グラウンドゴ ルフ教室 八 ヶ 崎

第 二 小

7/3 ･10 午前１０時正午一般市民
小暮S41  -2098

グラウンドゴ ルフ大会
7/10 午前

９時～正午

地区住民

新松戸
グラウンド ゴ ルフ教室

新松戸西小
一般市民

下野C45-1923
グラウンド ゴ ルフ大会 7/24 地区住民

す
べ
て
日
曜
日
、
用
具
は
い
り

ま
せ
ん
。
九
月
二
十
五
日
言

）

に
行
う
松
戸
市
中
央
大
会
の
予

選

会
で

す
。

費
用
・・
・
保
険
料

一
人
二
十
円

詳
細
…
社
会
体
育
課
指
導

係

巡回経営・融資相談

日 時
… ７

月 ６ 日( 水) 午 前10 時

30 分 ～ 午 後 ３ 時30 分

会 場 … 常 盤 平 市 民 セ ン タ ー

内 容 … 経 営 お よ び 融 資 全 般

相 談 者 … 中 小 企 業 経 営 コ ン サ

ル タ ン ト
、
商 工 課 融 資 係

費 用 … 無 料

詳 細 … 商 工 課 振 興 係

費 用 … 無 料

上 記 以 外 の 日 に は 市 役 所 国 民

金 課 内 で 相 談 に お 答 え し ま す
。

詳 細 … 国 民 年 金 課 適 用 係

巡回年金相談

べ 7月 ８ 月 ９ 月

常 盤平 １日田 ２ヨ(火) ２日田

小 金 ５日(火) ５ヨ 働 ６ヨ(火)

小 金原 ８日 削 ９日(火) ９日 座

馬 橋 12日(火) 12日出 13日(火)

六 実 15日 窓 19日田 16日田

新松戸 19日(火) 23日(火) 20日(火)

矢 切 22日働 26日田 27日(火)

東 部 26日(火) 30日(刈 30日田

時間…午前10時～午後３時

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
嘱
託
職
員
募
集

対
象
・
定

員
・・
十

八
歳
上

玉

五
歳

ま
で
の

女
性
・
若
干

名

内
容
・
人

形

劇
の

製
作
・
上
演

勤
務
・
・
毎

週

火
曜
日
か
ら
金
曜

日
の

午
前

九
時
～
午
後
五
時

時
給
…
五
百

五
十
円
（
交
通
費

別
）

面
接
日
六
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
十

時
か

ら

申
込
み
・
＝
「
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
や
り

た
い
理

由
」
を
作

文
（
四
白
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
）

に
し
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付

）
と

と
も
に
六
月

二
十
五
日

呈

）
ま

で
』

丁
二
七
〇

松
戸

市
新
松
戸

南
ニ
ー
ニ
（
財
）
松
戸

市
お
は
な

し
キ

ャ
ラ

バ
ン

へ

詳
細
・
＝（
財
）
松
戸
市
お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン
｛
1
4
4－
3
0
3
7

番

（
火
曜
日
～
金

曜
旦

市税は

市を支

える大

きな力

一般

会計

予算

72

5億

の7

1.

4%

を占

める

市税収入518億７千円のうち

わけ

市税収入



花
と
緑

庭
木
の
手
入
れ
と

増
や
し
方
（
ア

ジ
サ
イ
）

種

類

（
ア
ジ
サ
イ
）

花
の
色
に
は
、

青
・
桃
・
白
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

酸
性
土
壌
返
合
に
青
色
が
、

ア
ル

カ
リ
性
に
近
く
な

る
ほ

ど

桃
色
が
濃
く
な
り
ま
す
。

青
色
を
濃
く
し
た
い
場
合
に

は

、
根
元

の
土
に
ピ

ー
ト
モ
ス

を
混

ぜ
、
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム

か

、
ミ

ョ
ウ
バ
ン
の
溶
液
を
与

え

る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

桃
安

置
で

す
る
場

合
に

は
、

根
元
に

木
灰

や
苦
土
石
灰
を
与

え

る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

（
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
）
関
東
以

南
の

海
岸
地
帯
の
一
部
に
自
生

し
て
い
て

、
色
は
青
・
赤
が
あ

り
ま
す

。
変
種
に
斑
入
ガ
ク
ア

ジ
サ
イ

が
あ
り

、
葉
と
花
を
同

時
に
楽
し
め

ま
す
。

（
ハ

イ
ド
ラ
ン

ジ
ア
）
セ
イ
ヨ

ウ
ア
ジ
サ
イ
と
い

わ
れ
、
品
種

も
多
く
主

と
し
て

鉢
植
え
と
し

て
楽
し

ま
れ
て
い

ま
す
。

耐

寒
性
の

強
い

品
種
を
選
ん

で

植
え

る
と
、
色
の

変
化
が
少

な
い
の
で

庭
植
え
に

適
し
て

い

ま
す

。
手

入

れ

（

勢
定
）
花

後
に

伸
び
す
ぎ
た

枝
を
、
一
㍍
内
外
の
高
さ
で
切

り
戻
し
ま
す
。
枝
数
が
多
い
場

合
は
、
褐
色
の
古
い

枝
を
根
元

か
ら
切
り
取
り
ま

す
。

落
葉
期
に
行
う

場
合
は
、
丸

味
を
お

び
た
花
芽
の
つ

い
た
枝

を
残
し
て
切
り
取

り
、
ほ

か
は

間
引
き
ま
す

。

増

や

し

方

（
株
分
け
）
大

株
で
ほ

か
へ

移

植
し
て
増
や
す
場
合
に

行
い

ま

す
。
時
期
は
、

成
長
期
の
六
～

七
月
と
落
葉
期
の
十
一
～
三
月

に
何

株
か
に

分
け
ま
す
。

（
挿
し
木

）
六
～

七
月
に
か
け

て

行
い
ま
す

。
新
芽
の
か
た
ま

っ
た
も
の
を
十
～
十
五
㌢
㍍
く

ら
い
に
切
り

、
上

部
の
葉
を
四

～
五
枚
つ
け

、
開
い

た
葉
は
三

分
の
一
く
ら
い
を

切
り
取
っ
て

挿
し
穂
を
作
り
ま
す
。

用
土
は
鹿
沼
土
、
赤
玉
土
、

川
砂
を
利
用
し
、
箱
や
鉢
に
五

㌢
㍍
く
ら
い
の
深
さ
に
挿
し
ま

す
。日
陰
に
お
い
て
乾
か
さ
な
い

よ
う
に
管
理
す
る
と
、
一
ヵ
月

ほ
ど
で
移
植
で
き
る
程
度
に
発

根
し
ま
す
。
移
植
後
二
年
く
ら

い
で
、
開
花
可
能
な
株
に
成
長

し
ま
す
。

マ
詳
細
…
公
園
緑
地
課
緑
化
係

葉を切った挿し穂を鉢に挿します

生
活
の
知
恵

消費生活モニターの試買

検査意外に多い量

目不足 市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に
よ

る［
夏
目
検
査
が
、
牛
肉
・
精
米
を
対
象
に
、

五
月
十
六
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

検
査
で
は
、
牛
肉
の
不
足
が
一
七
・
九
％
と
目
立
ち
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
日
ご
ろ
か
ら
量
目
に
関
心
を
も
ち
、
家
庭
で
商
品
を
計
り
直
す
習
慣

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

市
で

は
、
毎
年
、
市
内
の

計
量

販
売
に
よ
る
商
品
の
量
目

検
査
会

を
開
催
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
五
月
十
六
日
に

、
牛
肉

・
精
米
の

商
品
五
十
六
品
を

検
査

し

ま
し

た
。

検
査
会
は

、
市
が
今
年

度
委

嘱

し

た
消

費
生
活
モ

ニ
タ
ー
の

皆
さ

ん
に
、
日

ご
ろ
買
い
物
を
し
て
い

る
ス

ー
パ
ー
・
商
店
な
ど
で

、
市

が
指
定
し
た

商
品
を
買

っ
て

も
ら

い

、
市
職
員
立
ち
合
い
の

も
と
に
、

モ

ニ
タ
ー
の
人

た
ち
自
身
が
再
計

量
す

る
も
の
で

す
。

今
回
の
検
査

結
果
で

は
、
ほ

ぽ

正

確
に
計
量

さ
れ
て
い

た
商
品
が

多
か

っ
た
も
の
の

、
不

足
ぎ
み
の

商
品
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た

。

検
査
商
品
五
十
六
品
の

う
ち
、

正

量
範
囲
（
別
表
）
内
に

あ
っ
た

の

は
四
十
八
品
（
八
五
・
七
％

）
、

超

過
が
三
品

（
五
・
四
％

）
、
不

足
は
五
品
（
八
・
九
％
）
で
し
た
。

不
足
が
目
立
つ
牛
肉

品
目
別
に
み
る
と
、
精
米
は
全

品
と
も
正
量
で
し
た
が
、
な
か
に

は
袋
の
ま
ま
計
っ
て
も
十
二
乍
も

足
り
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

牛
肉
は
不
足
が
五
品
（
一
七
・

九
％
）
あ
り
、
正
量
率
は
七

丁

四
％
で
、
あ
ま
り
良
い
成
績
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

原
因
は
風
袋
量

正 量 範 囲 表

商品 内容量
正 味 量

表記商品

面 前

計量 商品

牛肉
1008

以 上
十4％～－2％ 土３ ％

精米

1 kg

こ える
十2％～ －1％

3k8 未満 土308

正味量表記商品……

密封商品ですでに計量してある商品

面前計量商品………

何ｇと目の前で計量して購入した商品

消費生活モニターによる量目検査会

量
目
不
足
の
原
因
を
調
べ
て
み

る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
風
袋
量
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
・
経
木
・
ラ

ー
ド
な
ど
）
の
設
定
ミ
ス
、
お
よ

び
無
視
で
す
。

最
近
は
電
子
ば
か
り
が
広
く
普

及
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
は
か
り

は
計
量
前
に
、

あ
ら
か
じ

め
風
袋

量
を
差
し
引
く
操
作
が
必
要
で
す
。

計
量
販
売
で

商
売
を
し
て
い

る

店
で

は
、「
正
し
い
計
量
」
を
十
分

心
が
け
て

ほ
し
い
も
の
で
す

。

ま
だ
、
消
費
者
も
、
商
品
の
量

目
に
つ

い
て

関
心
を

も
ち
、
商
品

を
買
っ
た
ら
、
家
庭
で
計
り
直
す

習
慣
を
身
に
つ
け
る
と
よ
い
で
し

検
査
の
結
果
、
五
店
舗
が
特
に

成
績
が
悪
か
っ
た
た
め
、
市
は
厳

重
に
改
善
指
導
を
行
い
、
引
き
続

き
指
導
し
て
い
く
方
針
で
す
。

マ
詳
細
＝・
消
費
生
活
課
計
量
係

ハイ

こち

ら内

線6

00

番

まちの話題をお知らせ下さい。

集めたごみは21t

６万３千人参加

春
のクリ
ー
ンデ
ー

下
矢
切
深
山

弥
生
さ
え

聡

く
ん

こ
れ
ま
で
は
自
宅
の
近
く
で

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
小
学
校

に
入
学
し
て
江
戸
川
で
遊
ぶ
こ

と
も
多
く
な
っ
だ
の
で
、

今
回
は
江
戸
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
た

め
か
、
江
戸
川
も
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
ね
。

６月５日、春の市民ぐるみでク

リーンデーとして、関東地方環境

美化運動（ゴミゼロ運動）と江戸

川クリーン作戦が同時に行われま

した。

当日は好天に恵まれ、真夏を思

わせるような強い日差しの下、環

境美化運動には市内で約51,400人

が、江戸川クリーン作戦には、約

12,400人が参加し、汗ダクになり

ながら、合わせて約21％のゴミを

集めました。
ゴミは落ちていないかな？

き
れ
い
な

水
は
家
庭

か
ら

工
場
・
事
業
所
な
ど
の
排
水
規
制

規
制
対
象
事
業
場

松
戸
市
は
、
昭
和
四
十
九
年

に
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ

く
政
令
市
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
水
質
汚
濁
防

止
法
の
特
定
事
業
場
に
対
し
、

市
は
、
法
に
基
づ
く
規
制
・
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
定
事
業
場
と
は
、
法
に
定

め
る
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い

る
事
業
場
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
特
定
事
業
場
の
う
ち

排
水
量
や
特
定
施
設
の
種
類
な

ど
で
、
規
制
対
象
と
な
る
事
業

場
が
決
ま
り
ま
す
。

現
在
、
市
内
で
届
け
出
の
あ

る
特
定
事
業
場
は
三
百
九
十
九

で
、
排
水
の
規
制
を
受
け
る
事

業
場
は
百
三
十
七
ヵ
所
で
す
。

立

入

検

査

市
は
、
規
制
対
象
と
な
っ
て

い
る
事
業
場
に
つ
い
て
、
立
入

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

立
入
検
査
で
は
、
排
水
処
理

施
設
の
機
能
お
よ
び
処
理
状
況

の
検
査
を
行
う
と
と
も
に
、
排

水
口
で
採
水
を
し
、
手
順
に
従

っ
て
分
析
を
し
ま
す
。

排

水
に
つ

い
て
は
、
現
場
で

色

・
臭
気
・
透
視
度
な
ど
の

検

査
し

た
後
持
ち
帰
っ
て
、

市
公

害
研

究
所
で

、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
や
Ｃ
Ｏ

Ｄ

・
Ｐ
Ｈ

・
Ｓ

Ｓ
・
大
腸

菌
群

数
・
重
金
属
な
ど
の

細
か
い
分

析
を
実
施
し
ま
す

。

改

善

命

令

立
入

検
査
の
結
果
、
排

水
の

汚

れ
が
基
準
値
を
超
過
し
て
い

た

事
業
場
に

対
し
て
は
、
改

善

命
令
な
ど
の
行
政
措
置
を
行
い

ま
す

。
従
っ
て

、
事
業
者
は
、
排
水

処
理

施
設
の

維
持
管
理
や
排
出

水
の
水

質
に

、
常
に
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す

。

こ
の
よ

う
に

、
公

害
課
で
規

制
を
行
い

、
排
水
の
監
視
を
強

化
す

る
こ

と
で

、
特
定
事
業
場

か
ら
の
排
水
で
川

が
汚
れ
る
よ

う
な
状
況
は

、
ほ

と
ん
ど
な
く

な
り
ま
し
た

。

次
回
は
、
川
を
汚
し

、
見
た

目
の
き
た
な
ら
し

さ
の

原
因
と

も
な
っ
て
い

る
「
ゴ
ミ
の

投
げ

捨
て

」
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。

（
公

害
課
）事業場の立入検査



新
松
戸
駒
澤
誠
で

銀
盤
に
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が

映
え
る
。

国
体
ス
ピ
ー
ド
ス
午
‐
卜
千

㍍
で
、
北
海
道
や
地
元
群
馬
の

強
豪
を

抑
え
、
本
県
初
の
快
挙
、

優
勝
”
を
成
し
遂
げ
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
北
海
道
恵
庭

市
で
は
、
近
く
の
天
然
リ
ン
ク

で
、
三
つ
年
上
の
兄
と
物
心
つ

く
こ
ろ
に
は
ス
ケ
ー
ト
靴
を
履

い
て
滑
っ
て
い
た
。

両
親
や
学
校
の
先
生
の
は
げ

ま
し
も
手
伝
っ
て
、
高
校
時
代

に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
は
じ
め
、

全
国
的
な
大
会
に

も
出
場
し

た

が
、
成
績
は
今
ひ
と
っ
て

あ
っ

た
。彼

は
今
ま
で
あ
ま
り
ス
ケ
ー

ト
が
好
き
だ
と
思

っ
た
こ
と

が

な
い

と
い

う
。

た
だ
、
毎
日

の
生
活
の
一
部

と
し
て
き
び
し

い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
耐
え
て
き

た
。し
か
し
、
今

年
一
月
群
馬
県

伊
香
保
町
で
行

わ
れ
た
第
四
十

三
回
冬
季
国
体

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
成
年
男
子

千
㍍
で
の
彼
は

今
ま
で
と
違
っ

て
い
た
。

負
け
れ
ば
引

退
を
考
え
て
い

た
こ
の
レ
ー
ス

で
、
悔
い
の
な

い
レ

ー
ス

を
し

よ
う
と
思
っ
た

時
、
自
分
は

本
当
に
ス
ケ
ー
ト

が
好
き
な

事
に

気
づ
い

た
。

ス
タ

ー
ト
と

と
も
に

風
の
中

に
と
け
込
み
結
果

は
優

勝
。

「
今
ま
で
ス
ケ

ー
ト
を
や

っ

て

き
て

、
本
当
に
よ
か

っ
た
と

思
い
ま
す
。
や
れ

ば
で
き

る
と

本
当
に

自
信
に
な
り

ま
し

た
」

ス

ケ
ー
ト
と
と
も
に
成
長
し

歩
ん
で
き
た
駒
澤
さ
ん
。

現

在
、
市
内
の
レ

ジ
ャ
ー
ラ

ン

ド
の
ス

ケ
ー
ト
場
に
勤
め
る

二
十

歳
の

若
者
で

あ
る
。

彼
は
今

、
新
た
な
情
熱
を
も

っ
て

ス
ケ

ー
ト
以

外
の

道
も
捜

し

始
め
て

い

る
。

銀盤とあゆむ青春

健康ガイド

63年度体操コース参加者募集

種 目 内容 日 時

エアロ

ビ クス

ダ ンス

音楽にのつて、ジョギングを 中心に体力

アップ

(7月から３ヵ月１コースのサイクルで

行い ます)

毎 週木曜日

午前10時～11時30 分

く つ ろ ぎ

体 操

操 体法やマッ サージなどで 体のバラン ス

調整

毎 週木曜日

午後１ 時30分～３時

シ ェ イ プ

アップ体操
ボ ール・棒など手具を使っ て体力 づくり

毎 週金曜日

午後１ 時30分～３時

会場…健康増進センター

対象…市内在住・在勤で20歳以上の人

費用…毎回300円

初めての人は、健康増進センターの健康増進指導コースを受けて

下さい(１年以上経過した人も含む)。その結果、健康上支障なけ

れば、希望の日から参加できます。

定員…１コース60人

申込み…電話で健康増進センター登65-5588 番へ(水曜午後休館)

愛の献血と胸部レントゲン検査

期日 会 場 時 間 主 催 レント

ゲン
6/25
(土)

ＪＲ松戸

駅 東 口

午 前10時
Ｓ

午後４ 時
松 戸 市 なし

30
困

総 合

福祉会館

午前10 時

～11 時
健康づくり
プ ルー
フ

｢矢 切｣
あり

市民 会館

駐 車 場
午後１ 時
30分ヽ～４時30 分

に こ に こ

商 店 会
なし

7/1
宙

小 金市民

センタ ー

午前10時

～11時
健康づくり
グ
ループ

「 ＫＴ Ｋ」
あり

6
C水）

小金原市民

センタ ー

午前10時

～11時
健康づくり
グ
ループ
｢ 小金原｣

あり

レントゲン検査は15

歳以上の市民

40歳以上で、必要な

人にかぎり喀痰細胞

診（400 円）が受け

られます。

詳細…健康管理課業

務係

不

用

品

交

換

情

報

今

回
掲
載
分
の
紹
介

申
込
方
法
・
＝
締
め
切
り

は
六

月
二

十
五
日
（
当
日
消

印
有

効
）
①

希
望
品
名

⑦
住

所
⑤

氏
名
治
電

話
番
号

（
昼

間
の

連
絡
先
）
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
。

ハ
ガ
キ
ー
枚
に
品
名
一
点
の

み相

手
の
紹
介
…
月
末
に

抽
選

を

行
い

、
当
選
者
だ
け
に

電

話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介

後
は

自
主

交
渉
に
な
り
ま
す

。
・

申

込
先

…
〒
二
七
一
松
戸

市

根
本
三
八

七
－

五
松
戸

市
役

所
消

費
生
活
課

譲
り
ま
す

「
家

具
類
」
◆
電
話
台
二
千
円

◆

押
し

入
れ
ダ
ン
ス
五
千
円
◆

食
堂
用
テ

ー
ブ
ル

ー
イ
ス

（
五

脚
）
セ
ッ
卜
五
千
円
◆
ソ
フ
ァ

二
千
円
◆
事
務
用
イ
ス
三
千
円

【
電
気
製
品
類
】
◆

パ
ネ
ル
ヒ

ー
タ
ー
千
円
◆
乾
燥
機
八
千
円

◆
電
気
コ
タ
ツ
二
千
円
◆

オ
ー

ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
千
円
◆
扇
風

機
千
円

【
子
供
用
品
類
】
◆

ペ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
三
千
円
・
二
千
円
・
無
料

◆
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
四
千
円
・
三

千
円
◆

ベ
ビ
ー
カ
ー
五
千
円

・

無
料
◆

ベ
ビ
ー
チ

ェ
ア
Ｅ
千
円

幼
児
用
イ
ス
ハ
百
円
・
ベ
ビ
ー

バ
ス

五
百

円
◆

ベ
ビ
ー
ス
ケ

ー

ル

五
百
円

◆
オ
マ
ル
三
百
円
◆

幼
児
乗
り
物
が
ん
具
無
料
◆
ベ

ビ
ー
用

蚊
帳
千
円
◆
マ
マ
コ

ー

ト
三
千
円

◆
低
学
年
用
算
数
計

算
器
七

千
五
百
円

「
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器

類
」
◆

鉄

道
模
型
一
万
三
千
円

【
日
用
雑
貨
類
一

◆

和
文
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
無
料
◆
ア

イ
ス

ジ

ャ
ー
千
円
◆
鳥
カ
ゴ
無
料
◆
水

槽
無
料
◆
五
月
人
形

無
料
◆
日

本
人
形

無
料
◆
レ
ン

ジ
台
四

千

円
◆

座
ぶ
と
ん

（
五

枚
組
）
四

千
円
◆
ポ
ッ
卜
千
五
百
円
秦
⑦

ガ
ス

テ
ー
ブ
ル
五
千
円

○

次
回
掲
載
分
の
申
し

込
み

譲
り
た
い
人
は
、
品

物
の

詳

細
を
電
話
で

申
し
込
ん
で
下

さ

い

。
無
料
か
亘

万
円
ま
で
の

価

格
を
希
望
し
ま
す

。

原

則
と
し
て

、
衣
料
品

・
食

料
品

・
自
転
車
・
自
動

車
は

扱

い

ま
せ

ん
。
七
月
二
十
日
号
に

掲
載
し

ま
す
。

▽
申
込
期
限
二
（

月
二
十
四
日

（
金
）
ま
で

▽
申
込
先
…
消
費
生
活
課
消

費

生
活

係

施
設
あ
ん

な
い

ユ

ー
カ
リ

交
通
公

園

ユ

ー
カ
リ
交
通
公
園
は
、
楽
し

ぐ
遊

び
な
が
ら
交
通
ル

ー
ル
を

学

ぶ
公
園
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年

五
月
に

開
園
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

名
の

通
り
、
周
り
は
大
き
な
ユ

ー

カ
リ
の

木
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。

園
内

の
コ
ー
ス
に
は
、
信
号
機

や
交

通
標
識
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、

ゴ
ー
カ
ー
ト
や
自
転
車
を
運
転
し

な
び
ら
交
通
ル
ー
ル
か
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で

き
ま

ず
。

広
場
に
は
、
蒸
気
機
関
車
な

ど

が
展
示
さ
れ

、
週
末
に
は
親
子

連

れ
の
人
た
ち
で

い

っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。

マ
開
園
時
間
＝
・
午
前
九

時
～
午

後

五
時

マ
休
園
日
・
＝
毎
週
月

曜
日

（
当
日

が
祝
祭
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）

マ
交
通
・
：
北
小

金
駅
か
ら
小

金
原

団
地
行
き
循
環

バ
ス
で

「
交

通

公
園
」
下

車

詳
細
・
・・
ユ

ー
カ
リ
交
通
公

園
容

4
1卜
2
7
0
7

番

こ
の
公
園
に
は
、
散
歩
が
て
ら
よ
く
来
て

い
ま
す
。
勇
樹
は
電
車
が
好
き
な
の
で
、
こ

こ
で
は
機
関
車
が
い
ち
ば
ん
の
お
気
に
入
り

み
た
い
で
す
ね
。

自
転
車
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
は
、
ま
だ
足
が
届

が
な
い
の
で
、
押
し
て
あ
げ
な
が
ら
乗
せ
て

い
ま
す
。
車
が
こ
な
い
か
ら
安
全
で
す
よ
ね

根木内

後 田 正 子さん

勇 樹くん

(2才)

交通規則も学べます

あ
な
た
の

健
康

最
近
は
、
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
く
、

若

者

か

ら

中

高

年
ま

で

、

海

や
戸

外

の

ス

ポ

ー

ツ

で

何

時

間

も

太

陽

に

さ

ら

さ

れ

る
こ

と

が

多

く

な

り

ま

し

た

。

小

麦

色

に

焼

け

た
肌

は

、

美

し

く
健
康
的
に
み
え
ま
す
が
、
日
焼

け

が

健

康

的

な

も

の

と

感

ず

る

の

は

、

働

い

た

り

、

ス

ポ

ー

ツ

が
で

き

る

健

全

な

肉

体

や

精

神

を

持

っ

て

い

る

証

に

し

か

す

ぎ

ず

、

日

光

そ

の

も

の

が

健

康

を

増

進

す

る

訳

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

最

近
で

は

、

日

焼

け

を

健

康

増

進

と

結

び

つ

け

る
一
般
的
な
考
え
は
、
む
し
ろ
誤

り
と

さ

れ

て

い

ま

す

。

日

光

の

な

か
の

紫

外

線

は

、

皮

膚

に

対

し

て

い

ろ

い

ろ

の

悪

影

響

を

お

よ

ぼ
し

ま

す

。

中
波
長
紫
外
線
は
、
急

性
反
応
の
日
焼
け
を
起
こ

し
、
長
波
長
紫
外
線
は
、

慢
性
反
応
と
し
て
皮
膚
の

老
化
と
皮
膚
の
細
胞
損
傷

に
よ
発
癌
の
危
険
が
あ

る
の
で
す
。

と
く
に
注
意
し
た
い
こ

と
は
、
窓
ガ
ラ
ス
は
中
波

長
の
紫
外
線
を
透
過
し
な

い
た
め
、
ガ
ラ
ス
越
し
の

日
光
浴
は
日
焼
け
を
起
こ
し
ま
せ

ん
。
し
か
し
ガ
ラ
ス
が
紫
外
線
を

通
さ
な
い
と
考
え
る
の
は
大
き
な

誤
り
で
、
長
波
長
紫
外
線
は
透
過

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
長
時
間
ガ

ラ
ス
越
し
の
日
光
照
射
を
受
け
る

と
皮
膚
に
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。

日

焼

け

健
康
な
皮
膚
に
日
光
が
作
用
し

て
起
こ
る
一
種
の
皮
膚
の
や
け
ど

で
す
。
と
く
に
春
先
か
ら
初
夏
に

か
け
て
の
日
光
は
強
く
、
い
ろ
い

ろ
の
病
状
の
日
光
か
ぶ
れ
（
多
形

日
光
皮
膚
炎
）
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

皮

膚

の

老

化

急
性
の
日
焼
け
は
一
時
的
で
比

較
的
は
や
く
回
復
し
ま
す
が
、
絶

え
ず
日
光
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
顔

や
頸
の
皮
膚
は
二
十
歳
頃
か
ら

衰
え
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
三
十
歳

を
過
ぎ
る
と
、
し
わ
や
、
し
み
、

血
管
拡
張
な
ど
が
目
立
ち
始
め
、

老
化
、
す
な
わ
ち
日
光
変
性
の
兆

し
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
若
い
頃

か
ら
の
過
度
の
日
光
照
射
を
受
け

る
こ
と
を
さ
け
る
ぶ
つ
に
心
掛
け

る
べ
き
で
す
。

日

光

と

皮

膚

癌

皮
膚
癌
の
好
発
部
位
は
顔
や
頚

で
、
日
光
を
強
く
受
け
る
部
位
と

一
致
し
、
日
光
が
発
癌
に
関
係
し

ま
す
。
最
近
、
日
本
で
も
美
容
の

目
的
で
人
工
的
に
肌
か
焼

く
こ
と
が
流
行
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
皮
膚
の
老

化
と
発
癌
の
危
険
性
が
あ

り
、
医
学
的
立
場
か
ら
推

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

上

手

な

日

焼

け

は

あ

る
だ

ろ

う

か

現
在
の
医
学
で
は
、
紫

外
線
に
よ
っ
て
起
こ
る
皮

膚
細
胞
の
損
傷
と
修
復
を

う
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す

る
手
段

は
あ
り

ま
せ

ん
。

し
た

が
っ
て

上
手
な
日
焼
け
の

方
法
は

無
い

と
言
っ
て

も
過
言
で

は

あ
り

ま
せ
ん
。
日

光
中
の
紫
外

線
か
ら

皮
膚
を
保
護
す
る
に
は

遮

光
に
よ

る
手
段
に
頼
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん

。

と
く
に

老
化
の
は
じ
ま

る
二
十

五

歳
以
上

の
年
齢
層
は
、
夏
の
太

陽
に
長

時
間
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は

避
け

、
戸
外
の
ス
ポ
ー
ツ
や
海
水

浴
か
楽
し

む
と
き
は
、
遮

光
効
率

の

特
に

よ
い
紫
外
線
遮
断

剤
を

使

用

し
て

、
皮
膚
を

保
護

す

べ
き
で

す

。

（
松
戸
市
医
師
会
）

紫外線と皮膚



もよおしもの

市 民 講 座

日時…７月１日(金)午前10時

～正午

会場…婦人会館ホール

費用…無料

内容…｢ 国際化社会と教育一

日本の場合･アメリカの場合｣

講師…女子聖学院短期大学学

長・付属幼稚園園長・Ｗ・Ｇ

クレーラ氏

定員…70人

申込み…市立図書館S65 ―51

15番へ

青 年 講 座

｢青年のための社交ダンス入門｣

日時…７月７日～８月25日の

毎週木曜日午後７時～９時・

８月27日(土) 午後３時～９時

会場…青少年会館集会室ほか

定員…18歳～25歳の男女各15

人( 先着順)

内容…マンボ・ブルース・ス

クエアルンバ・ジルバからパ

ーティまで

講師…サンデーダンスサーク

ル会員

費用…教材費1,000円

申込み…電話で社会教育課青

少年婦人係へ

青年講座講演会

｢家庭の経済学｣

日時…６月27日(月)午後６時

30分～８時30分

会場…勤労会館

内容…将来にそなえてバラン

スのとれた家計と生活設計

講師…消費生活アドバイザー

・星珠枝氏

申込み…電話で社会教育課青

少年婦人係へ 馬橋プラウェンコール

チャリティーコンサート

日時…６月26 日（ 日）午後２時

30分 ～４時

会場…新松戸幸谷教会

費用…500 円く入場料）

定員…130 人

詳 細…中沢043 ―2255 番

矢切公民館名画劇場

日時…６月26 日（日）午後１時

30分 ～３時30 分

会場…矢切公民館４階ホール

費用…無料

上映映画…（1）禁じられた遊

び（2）市政映画ビバ./ お 父さ

ん

定員…170 人（先着順 ）

申込み…電話で矢切公民館登

68―1241 内線44 番 へ

涼を求めて矢切の渡し

楽しい絵本講座パートII
「よみきかせの楽しさ」

日時…６月23日(木)午前10時

～正午

会場…婦人会館和室

費用…無料

講師…日本子どもの本研究会

・関日奈子氏

詳細…みみをすます会・橋本

S68 ―5341番

文化ホール映画会

日時…６月25日(土)午後３時

～４時40分

会場…文化ホール

対象…小学生以上

費用…無料

内容…｢ 花のき村と盗人たち｣

｢海ひこ山ひこ｣｢スペースキ

ッドの宇宙探険｣｢おこんじょ

うるり｣(アニメーション)

定員…30人( 先着順)

申込み …当日会場で

詳細…文化ホール≪67 ―7810

番

音楽の広場

(コーラス)

日時…６月28日(火)午後１時

30分～３時30分

会場…市民会館音楽室

費用…無料

詳細…社会教育課市民文化係

初心者俳句実作講座

日時…７月２日・23日、８月

６日・27日の各土曜日、午後

５時～７時

会場…新松戸市民センター

内容…「日本の四季と俳句」

講義と実作

定員…20人

費用…2,000円

申込み…電話で松戸市民俳句

会・吉田2S42―3663番へ

家庭教育講演会

日時…６月24 日（金）午前10 時

～正午（午前９時30 分開場）

会場…市民劇場

費用…無料

内容…「わが子は現代社会に

適応できるか」

講師…東京家庭教育研究所 。

東篠 りえ氏　　　　 ・

定員…360 人

詳細…明るい社会づくり松戸

推進協議会・吉田登65 ―7389

番

映画会「水戸黄門漫遊記」

日時…６月22 日(水) 午 後１時

会場…小金原老人福祉センター

対象…市内在住の60 歳以上の

人

費用…無料

主演…伴 淳三郎

詳細…小金原老人福祉センター

Q44 ―8270 番

文化ホール美の講座

日時…７月２日(土) 午後２時

～４時

会場…文化ホール

対象…市内在住および在勤者

テーマ…近代 日本絵画史( 明

治･大正期の油絵を中心にして)

講 師…元東京国立近代美術館

主任研究官・滝沢泰氏

定員 …40 人( 先着順)

申 込み…21 日(火)か ら電話で文

化ホールQ67 ―7810 番へ

青年団体リーダーのつどい

期日…６月25日(土卜26 日(日)

１泊２日

会場…県立流山青年の家

費用…2,150円(食費など)

申込み…電話で流山青年の家

指導室Q0471 ―59―2005番へ

おしらせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111 ･ 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061

暑中見舞いの描き方講習会

（野草を描く）

日時…６月26日、７月３日・

10日の各日曜日、午前10時～

正午

会場…矢切公民館

費用…1,000円

定員…30人

講師…石井白藤氏

持ち物…筆、硯、墨または墨

汁、絵の具、半紙、そのほか

申込み…白藤会・小島Q62 ―

5448番へ

成 人 学 校

四季の味覚パートII「夏」

日時…７月７日・21 日、８月

11日・25日、９月８日・22日

の各木曜日、午前10 時～午後

１時

会場…新松戸市民センター

内容…「トマト・ナスなどの

夏野菜を使って」、「そうめん

・豆腐を使ってつめたい料理」

「ちょっとひと味./ スタミナ

中華」

講師…つぐ美学園講師・木村

民恵氏ほか

費用…6,000 円（ ６回分全納）

定員…20 人

申込み…６月30 日（木）〔必着〕

で、往復ハガキに住所・氏名

・年齢・電話番号を記入し

〒271 松戸 市根本387-5 松戸 市

教育委員会社会教育課成人教

育係へ（応募多数は抽選）

テーブルマジック発表会

日時 …６月26 日（日）午後５時

30分 ～８時

会場…婦人会館ホール

定員 …100 人

費 用…300 円

申 込み…電話で松戸奇術会・

岩田Q62 ―2715 番へ

小金原成人学校講演会

｢みんなで考える子育て｣

日時…７月１日(金)午前10時

～正午

会場…小金原体育館

内容…｢車椅子からの旅立ち｣

講師…女優・萩生田子津子氏

詳細…社会教育課成人教育係

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

市営プール一般開放

開 放 時 間
プール名1回目 2回目 3回目 4回目

各
回
総
入
替
制

※気象
条件に
より中
止およ
び時間
帯を変
更する
場合も
ありま
す。

中 央 公 園

プ ール

(aa3-(滋3)

箭
品

lj
時

正ホ

之

午
後
３
時
Ｓ
５
時

／
新 松戸

プ ー ル

(S42-g332)

東 部 スポ

ーツ パ ー

クプ ール

91一叫4 ）

運 動 公園

プ ー ル

'S63-9241)

午前11時30〕

分～午

後1時

３０分

午後２

時
～
４時

午後4 時

加~

6時30分

７月１日～20 日までの期間（土･ 日

を除く）

１回目＝正午～午 後２時、２回目

＝ 午後３時～ ５時 の２回開放です。

開 放 中 止 日

プール名 期 日 理 由

全 プ ー ル

７月４日C月)

11日(月)

18日側

施設休み

中央公・ プール
７月24日(日) 市民水泳大会

８月２日(火) 中学校水泳大会

運動公園プール
８月３日(水) 小学校水泳大会

８月４日(村 予 備 日

「勤労青少年の日」スポーツ

交流会（ボウリング）

日時…７月13日(水)午後６時

から

会場…ときわ平ボウリングセ

ンター( 常盤平駅前)

対象…市内在住、在勤の30歳

未満の勤労者

費用…1,000円( ゲーム・靴代

含む)

定員…100人(先着順)

申込み…６月21日(火)から商

工課労政係・松戸商工会議所

(Q64 ―3111番)各窓口へ

家庭婦人卓球大会

日時…７月８日(金)午前９時

～午後５時

会場…運動公園体育館

費用…400円

内容…ランク別団体戦

申込み…７月１日(金)午前９

時から運動公園会議室で行う

組み合せ会議で受け付け

個人でも申し込み可

詳細…家庭婦人卓球連盟・戸

田S45 ―7328番

異常渇水などで取水制限が強化され
た場合は中止することもあります。

期間… ７月１日(金) ～ ８月31

日(水)

入 場料( ２時間) ‥･高校生以

上200 円 、３歳から中学生50 円

付き添いで来ても、水着を着

用しない人はプールサイドに

入れません。

事故防止のため、入場制限を

する場合があります。

中央公園と新松戸プールには

駐車場があ りません。

詳細…社会体育課管理係

スポー
ツ
市民水泳講習会

コース 期 日 時間 対 象 定員 費用

一般

7/20(水)
～3{㈹

(7/24

を除く)
午
後
５
時
30
分
Ｓ
フ
時

小学4年
生以上

の市民

(初心

者も可)

120人 4,000円

母子

児

童

Z/20伽

～23山

小学1～

3年生の

児童と
田親

(市民に

限る)

各

30

組

１組

4,000円

幼

児

Z/5( 火)･

7 哨･9( 土)

･12(火)･

14 哨

侭 土)

分

幼児と

母親
(市民に

限る)

1組

5.000円

女

性

ｱ/4(月)･

胞)･8塗

･11(月)･

13(水j

成 人

市 民
30人 5,000円

会場…中央公園プール

申込み…６月26 日（日）正午～

午後１時の間に受講料を添え

て直接中央公園プール事務所

費用は返金できません。

詳細…水泳協会・三好登85 －

0303 番（ 第１・３火曜日を除

く午後７時～ ９時）

卓 球 教 室

日時…６月26 日（日）午前８時

30分 から受け付け

会場…柿 ノ木台/jヽ 学 校体育館

対象…一般男女

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・渡辺登

63―8012 番

水切って分別

守ってゴミ減量

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所( 毎日)･午後8 時～11時衛生会館内　　　 登68-3756番

待機病院( 毎日)･午後5 時～午前9 時テレホンサービス　 容66-0010番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレホンサービス　Q66-0010 番

休日歯科診療所・午前9 時～正午 衛生会館内　　　　S65-3430 番
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